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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年4月23日(2015.4.23)

【公開番号】特開2013-205677(P2013-205677A)
【公開日】平成25年10月7日(2013.10.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-055
【出願番号】特願2012-75624(P2012-75624)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   13/00     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月4日(2015.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　一方、色収差の補正に関しては、回折面を利用する方法が知られており、すでにズーム
レンズ系（特許文献３、４）には適用されている。軽量コンパクトからスタートした固定
焦点カメラ、すなわち携帯電話、スマートフォン用撮像レンズへの適用例は少ない。
撮像素子が高解像度化することならびにプラスチックレンズ屈折率の温度依存性が高いこ
とを考慮すると精度の高い色収差補正法を携帯電話用撮像レンズにも適用することが必要
である。
回折法は回折面のアッベ（Abbe）数（ｄ線）が－３．４５２と負の値をとることを利用し
、従来正負二枚のレンズで実行した色消しメカニズムを1枚のレンズ上で実施するもので
あり、レンズ枚数を減少させ、レンズ全系の短縮化を考慮する上でも有効な技術である。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　一方、特許文献３は２群ズームレンズの各群に回折面を施し、望遠端、広角端にわたる
軸上色収差を補正している。望遠端、広角端で比較する限り二回折面の一回折面に対する
球面収差の優位性は見出しにくい。特許文献４は３群ズームレンズの一群に回折面を施し
、望遠端、広角端にわたる軸上色収差、倍率色収差を補正している。上述のようにズーム
レンズ系では望遠端、広角端の色収差を確実にするために回折面が使用されるが、単焦点
系レンズではその利用は少ない。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－２６４１８０号公報
【特許文献２】特開２０１０－１９７６６５号公報
【特許文献３】特開平１０－２１３７４４号公報
【特許文献４】特開平１１－２３９６８号公報
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の撮像レンズは、光軸近傍において第１レンズが両凸レンズであり、第２レンズ
が負の屈折力を有するレンズであり、第３レンズが光軸近傍において物体側に凹面を向け
た正の屈折力を有するメニスカスレンズであり、第４レンズが光軸近傍において物体側に
凹面を向けた正の屈折力を有するメニスカスレンズであり、第５レンズが光軸近傍におい
て物体側に凸面を向けた負の屈折力を有するレンズであり、そして、開口絞りを第１レン
ズの物体側の面に配置して構成される。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　条件式（４）は第一光学回折面の焦点距離と全焦点距離の比を規定しており、主に軸上
色収差の補正に関するものである。下限値「１０」を下回ると第一回折光学面の焦点距離
は小さくなり、色収差補正は過剰となり球面収差補正は過剰になる。一方、上限値「１０
０」を越えると第一回折光学面の焦点距離は長くなり、球面収差補正、倍率色収差補正と
も不足する。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　条件式（５）は第二光学回折面の焦点距離と全焦点距離の比を規定しており、主に倍率
色収差の補正に関するものである。下限値「１０」を下回ると、第二回折面の焦点距離が
短くなり、球面収差補正、倍率色収差補正とも過剰になる。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
【表４】
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【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
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【表６】
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【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
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【表８】
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